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町
長
選
挙

　
　
　
十
四
日
が
投
票
日

　
　
　
　
　
　
　
　
町
議
補
選
も
あ
わ
せ
で

．
．
・
・
　
町
長
選
挙
と
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
七
日
告
示
さ
れ
、
投
票
目
は
・
・
：

・
・
：
き
た
る
十
四
日
に
き
ま
っ
た
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：

・
…
　
町
長
選
挙
の
場
合
、
現
町
長
の
任
期
が
九
月
三
十
日
満
了
す
る
こ
と
：
：

：
：
に
と
も
な
う
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
、
現
在
町
譲
に
一
名
の
欠
員
が
あ
る
：
：

・
；
・
第
一
選
挙
区
（
千
手
）
と
第
四
選
挙
区
（
仙
田
）
の
補
欠
選
挙
を
執
行
・
・
：

・
；
・
す
る
の
が
、
今
回
の
特
色
で
す
毎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
3
・

・
…
　
　
町
政
を
担
当
す
る
町
長
、
町
議
は
、
わ
た
く
し
た
ち
の
代
表
で
す
。
：
：

：
：
正
し
い
判
断
で
、
わ
た
く
し
た
ち
の
生
沽
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
権
・
…

：
：
利
を
行
硬
し
て
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：

き
よ
う
立
候
補
〆
切
リ

◎
投
票
日
ま
で
の
選
挙
日
程

七
日

＋
日

＋
一
日

＋
二
日

＋
四
日

告
示

立
候
補
〆
切
り

町
長
選
挙
立
会
演
説
会

〃
投
票
（
投
票
時
商
は
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
）

◎
町
長
選
挙
立
会
演
説
会

十
一
臼
午
前
十
時
よ
り

　
〃
　
午
後
八
時
よ
り

十
二
月
午
後
二
時
よ
り

　
〃
　
午
後
八
酷
、
よ
り

仙
田
中
学
校

上
野
小
学
校

橘
中
学
校

千
手
中
学
校

・
候
補
者
一
人
の
演
説
時
間
は
二
十
分

・
演
説
者
と
の
問
に
質
問
や
応
答
は
げ
．
》

　
噛
羅
霧
鑑

　
　
中
　
　
・
月

辮
欝
饗
ジ
輸
、

士＋＋＋士＋
ハ五四三＿一十

中
仙
田
小
学
校

仙
田
小
学
校

赤
岩
小
学
校

臼
禽
小
学
校

仙
田
小
学
校
小
脇
分
教
場

　
〃
　
　
高
倉
〃

桐
山
嘱
託
員
宅

◎
町
議
補
選
の
あ
る
選
挙
区
で
の
投
票

は
、
町
長
、
町
議
会
議
員
の
順
序
で
行

な
わ
れ
ま
す
。

◎
投
票
用
紙
は
、
黒
が
町
長
、
赤
が
町

攣
、
色
わ
け
さ
れ
て
い
ま
竃
　
』

　
　
き
ま
せ
ん
。

　
・
演
説
者
が
一
人
と
な
っ
た
と
き
は
中

　
止
し
ま
す
o

投
票
用
紙

　
　
黒
色
町
長
、
赤
は
町
議

『
◎
投
票
所
を
設
け
た
場
所

四
万
四
千
二
百
三
十
五
俵

　
　
　
こ
と
し
の
産
米
予
約
申
し
込
み

嚢

み
ら
れ
ま
す
ゆ
あ
と
は
台
風
と
、
現
在
闘

多
発
し
て
い
る
ウ
ン
カ
の
被
害
さ
え
吟
・
哨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

げ
ば
、
昨
蕉
を
し
の
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
“

六
年
連
続
豊
作
が
確
定
的
。
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
犀
々
廼
、
収
の
原
因
と
し
て
け
、
讐
地
“

条
件
の
察
備
（
土
地
改
良
）
と
開
田
に
耽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

よ
る
増
桓
、
稲
作
技
術
の
向
上
、
農
蒙
出

の
進
歩
穴
ど
が
あ
津
∵
ハ
、
れ
ま
す
、
、
　
　
帽

　
現
在
、
町
の
軍
飴
慰
収
は
三
芳
∵
ル
や
噴

や
下
ま
わ
吟
、
て
い
ず
、
も
、
土
地
酢
．
良
ル
賑

実
施
し
、
マ
ぐ
れ
た
栽
培
技
密
廓
ン
ナ
つ
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

人
た
ち
ー
、
匹
石
以
二
の
望
績
乳
、
バ
窪
」

て
い
ま
す
．
、
銑
、
し
て
数
十
蕉
先
は
髪
と
㌧
．

し
ご
、
　
　
　
　
　
、
生
産
む
f
｝
△
漉
、
冒

し
て
、
云
の
増
収
を
は
9
ヂ
ぐ
乙
㌧
∴
た
瞬

い
せ
つ
く
し
レ
う
．
、
　
　
　
　
　
　
“

．
橘
小
危
険
校
舎

　
　
改
築
工
事
完
成

五
月
に
は
じ
め
ら
れ
た
橘
小
学
校
の
『

危
険
校
舎
改
築
工
事
が
三
十
一
総
小
杉

土
建
の
手
で
完
戚
、
六
日
に
は
そ
の
竣
・

工
式
が
行
な
わ
れ
た
o

工
事
は
、
旧
校
舎
の
雨
側
六
教
釜
を
．

　
八
月
末
に
〆
切
ら
れ
た
本
矩
度
産
米

の
予
約
申
し
込
み
数
量
は
、
別
表
の
よ

う
に
四
万
四
手
二
百
三
十
五
儀
に
達
し

て
、
昨
年
よ
り
は
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
増

か
り
に
七
月
水
害
に
よ
る
予
約
の
一
部

取
り
消
し
が
あ
っ
て
も
、
実
際
に
売
り

渡
さ
れ
る
数
量
は
、
四
万
五
千
俵
を
こ

え
る
見
込
み
で
す
。

　
　
地
区
別
産
米
予
約
数
量

●

…
神
社
倉
併
の
可
否

ゆ

・
　
九
月
は
み
の
じ
な
祝
い
感
謝
す
る
教

酬
祭
り
の
月
だ
o
毎
日
ど
こ
カ
で
啓
な
．
つ

一
か
し
い
タ
ノ
ダ
、
コ
の
音
が
、
こ
が
ね
ず
』
’

ロ

嚇
波
を
漢
礁
、
て
闘
こ
え
て
く
る
、
、
簿
て
は

ひ

”
ま
ず
そ
の
ト
ツ
プ
を
切
フ
充
月
訂
p

ロ

…
ニ
ヨ
の
千
手
神
社
の
祭
礼
が
蒙
華
な
新

呪
築
社
殿
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
大
さ
　
．
㌧
行
な

の

”
わ
れ
た
．
、

ロ

，
　
総
額
七
百
万
門
を
投
じ
た
と
い
わ
れ

・
　
　
　
　
る
こ
の
神
社
の
改
築
は
、
地

…
　
齢
ソ
　
元
氏
苧
多
奪
の
宿
護
が
実
を

霞
　
ノ
㌔
　
　
結
ん
…
左
出
）
の
で
、

さ

川
づ
籍
、
、
、
．
㌧
．
鑓
、
太
の
香
》
、
｝
ピ
“
新

　
　
　
　
　
し
い
牡
澱
は
、
名
実
と
も
に

　
　
町
　
　
・
－
　
　
い

　
　
　
　
　
訳
妻
て
あ
る
、
も
と
も
と
裁

　
寄
の
五
社
の
合
シ
に
な
一
．
免
、
以
、
督
社
ガ
、
．

　
今
譲
さ
ら
に
驚
，
窯
、
霧
募
田
の
、
　
：

　
　
ー
　
　
」
千
’
↑
．
渉
一
㌧
旨
、
三
写
票
を
一
本

　
　
　
　
一
と
、
レ
、
神
妊
黛
紙
難
の
薪
し
い

　
　
　
　
、
、
彰
、
る
と
し
て
、
ム
　
、
さ
　
に
ま

　
．
、
剛
一
．
頻
い
野
、
岬
』
－
；
「

　
　
　
　
ン
ゴ
ヤ
ル
　
ご

　
　
ほ
か
に
台
紘
し
し
た
も
の
と
し
．
㌃
は
、

　
げ
　
δ
、
　
鴛
、
η
拡
一
．
ノ
．
．
、
．
－
い

　
－
ー
　
　
レ
　
　
ふ
ひ
y
衷
6
二
一
目
ン
ジ

　
ャ
ン
　
　
ノ
　
し
イ
ヤ
デ
ら
の

　
・
た
但
が
あ
．
、
ノ
、
か
、
芦
駄
U
ρ
．
“
二
珊
、
椿

　
一
神
社
と
い
う
の
が
実
熊
て
、
ホ
に
は

　
翼
』
－
ザ
七
払

　
ノ
・
ノ
　
　
鼻
）
、
）

ひ
　
●
　
幅
　
5
　
●
　
鵬
　
尊
　
ぽ
　
覇
　
塗
　
　
噂
　
獅
　
p
　
　
　
　
　
　
8
　
膨
　
　
畳
　
“

触
O
ひ
’
‘
ロ
購
　
騨
，
0
　
9
辱
魯
箇
整
，
鷹
尋
　
嬰
6
葛
椰
，
鱒
　
5
肇
口
O
働
価
驚
鼻
　
攣
O 　

と
り
く
ず
し
て
、
　
、
、
．
，
、
　
　
　
図
書

　室｝、

音
楽
累
二
、
木
造
二
階
建
て
延

　
な
う
エ
事
費
は
、
現
査
行
な
わ
れ
て
い

　
る
屋
体
付
属
の
玄
麗
、
優
丁
室
、
聖
宿
蔭

蜜
の
改
築
と
あ
わ
せ
て
六
百
五
十
万
円

　
　
（
写
真
は
新
装
な
っ
た
樽
小
学
校

　
　
　
　
改
築
校
舎
ー
；
高
橋
昭
三
先
生

　
　
　
　
撮
す
）

　
み
ぬ
　
サ
　
ロ
リ
　
ロ
　
ヨ
　
ロ
　
る
　
ヨ
　
ヨ
　
ロ
　
ロ
　
じ
　
リ
　
ヨ
　
い
　
ヨ
　
の
　
ロ
　
リ
　
ロ
　
ヨ
　
コ
ロ
　
ロ
　
し
　
ロ
　
ロ
　
　

　
　
神
社
合
併
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
、
か
信

一
べ
百
八
十
坪
の
建
築
で
、
、
こ
れ
に
と
も

投
票
区
　
投
票
所
を
設
け
た
場
所

　
｝
　
－
千
手
中
学
校

　
二
　
　
千
手
町
農
業
協
同
組
合

　
三
　
　
川
西
町
、
紋
焦
り
上
野
支
所

四
　
新
町
公
民
舘

　
五
　
　
三
領
公
会
所

　
六
　
　
元
町
公
罠
鋸

七
　
　
橘
小
学
校

規
”
縮
．
、
坤
派
出
』

　仙橘上千
　田　野手
計

一
匹
八
一
四
俵

　
九
G
二
一
嵌

　
九
三
〇
（
▽
俵

＝
一
〇
九
儀

四
四
二
三
｝
傑
μ

　
す
で
に
二
百
十
臼
も
無
螂
に
過
ぎ
て
『

は
や
く
む
早
生
種
の
ガ
、
辺
と
り
風
祭
が
、

5
　
　
陰
　
　
嚇
　
　
並
　
　
‘
　
　
諭
　
　
亀
　
　
臨
　
　
冒
　
　
貿
　
　
9
　
　
騨
　
　
？
　
　
甲
　
　
●
　
　
顧
　
　
璽
　
　
駒

気つ・嘲誰霊電萄騎棚押鞍♪戯繍［騨鷲吻糊鷺＝羅v二糎黛轟桑‡螺説噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
罵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胃
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
郁
と
い
う
精
神
伍
泌
に
蒸
礎
を
お
く
も
欝

　
の
で
あ
る
だ
け
に
、
形
の
上
の
合
謬
化
臆

蚕
、
㌧
安
易
9
．
の
馨
雲
ぎ
三
㎜

　
と
墜
、
」
き
な
い
．
、
ど
ん
な
小
さ
な
部
落
灘

　
の
、
ど
ん
な
さ
さ
や
か
な
氏
袴
さ
ま
に
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
も
、
そ
の
賓
跡
か
し
い
鎮
守
の
森
が
象
憲

　
微
し
て
い
る
・
ゼ
ひ
う
に
、
そ
　
　
　
　
　
の
凝

　
綜
神
的
統
合
と
切
っ
イ
、
魚
t
、
れ
な
い
貨
農

　
統
か
あ
る
へ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
零

　
　
子
ど
も
の
と
き
か
ら
の
競
し
み
深
い
窪

　
　
　
　
　
　
じ
、
む
つ
一
ヴ
貧
い
　
　
　
　
ツ

　
　
ヤ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ド

　
あ
・
た
ソ
ポ
ク
な
薦
繊
、
　
　
G
タ
し
ろ
麟
，

の
ほ
う
．
か
、
い
な
℃
く
導
㌻
が
た
ヅ

　
い
、
権
力
的
な
神
社
よ
り
、
覇
潔
斑
の
帆
、

　
麟
神
形
戚
に
好
ま
し
い
と
欝
一
た
入
も
∵

　
あ
・
た
G
　
一
万
、
信
郷
心
押
い
薄
れ
た
｝
［
．
餐
れ

　
在
、
都
落
ご
と
に
搾
社
を
拷
戸
ヲ
プ
》
ご
は
警

　
戴
意
．
、
陰
藍
、
一
る
経
業
だ
こ
れ
を
総
へ
欝
す
れ
∵

　
に
も
役
立
つ
㌧
・
／
蝶
．
唱
う
積
極
意
見
も
あ
る
隔

　
　
ま
た
、
現
覗
．
、
綜
．
｝
募
能
的
、
と
｝
い
う

　
べ
樵
祷
社
運
．
罹
に
つ
い
て
は
、

　
9
綜
と
い
v
つ
烹
ヂ
、
、
㌻
　
　
　
”
訓
．
も
あ
ろ
、

　
．
、
㌘
し
、
嶽
稼
の
“
ゑ
㍗
、
岬
し
て
・
ビ
仏
り
む
し
・

　
ろ
民
弓
掌
的
立
げ
肱
穿
㌧
疑
、
右
い
も
の
を
、

　
糧
捻
孤
D
し
た
い
と
い
・
つ
嘱
．
え
方
も
あ
ろ
｝
つ
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
口
て
い
う
こ
腔
鞭
箆
だ
が
、
実
際
轟

　
に
伊
似
統
の
・
　
　
，
“
溌
瀞
し
、
糠
鞍
｝
．
の
悪
“
．

　
し
漁
を
改
持
混
、
乙
い
う
だ
　
　
　
　
　
　
　
り
，
・

　
し
さ
を
御
、
紡
て
窪
、
・
一
さ
触
ら
れ
る
へ
、
　
　
∵

　
　
　
雪
　
　
辱
　
　
争
　
　
■
　
　
昂
　
　
農
　
　
肇
　
　
餅
　
　
帥
・
　
冷
　
　
で
　
　
脇
　
β
　
　
賦
　
　
認
　
　
惣
　
　
齢
彫
　
麟
　
　
嘔
甲
　
騨
　
　
響
「
　
口
　
　
導
　
　
曝
　
　
ゆ
　
　
晶
　
　
暫

き
琴
o
■
．
君
．
f
、
　
．
畢
農
尋
夢
．
虚
5
瞠
翼
多
レ
．
」
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ー
町
議
会
報
告

　
　
議
長
以
下
再
選
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
人
事
で
終
始
し
た
定
例
会

　
任
期
一
伍
と
い
う
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
毎
年
八
月
末
に
招
集
さ
れ
る
議
会
で

は
、
正
副
議
長
、
常
任
委
員
長
の
改
選
が
重
要
な
年
中
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。　

四
回
目
の
改
選
期
を
迎
え
て
、
こ
と
し
は
八
月
三
十
日
に
定
例
会
が
招
集
さ
れ

選
挙
の
結
果
小
林
議
長
、
小
川
副
議
長
の
ほ
か
、
四
名
の
常
任
委
員
長
と
も
そ
れ

ぞ
れ
再
選
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
は
ま
た
議
会
の
同
意
や
推
薦
を
必
要
と
す
る
公
職
人
事
の
任
期
が
は

じ
ま
る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
毎
年
盛
り
だ
く
さ
ん
の
人
事
間
題
が
議
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
と
し
も
議
会
自
体
の
人
事
の
ほ
か
、
教
育
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
再
任
、
農
業
委
員
学
識
経
験
委
員
の
推
薦
等
が
行
な
わ
れ
た
。

　
人
事
以
外
に
は
比
較
的
簡
単
な
条
例
の
改
正
四
件
が
可
決
さ
れ
、
請
願
一
件
（

町
道
川
辺
線
木
落
、
仁
田
、
野
口
地
内
改
修
促
進
に
関
す
る
請
願
）
が
土
木
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
の
み
で
、
予
算
関
係
の
議
案
は
提
出
さ
れ
な
か
つ
た
．
）

改
正
さ
れ
た
条
例

　
次
の
条
例
改
正
案
が
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

◎
川
西
町
議
会
議
員
期
宋
手
当
支
給
条

例
の
嘉
改
正

◎
川
西
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
こ
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
期
末
手
当
を

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
の
、
一
カ
月
分

増
額
す
る
改
正
で
、
従
来
の
百
分
の
六

十
五
が
百
分
の
七
十
五
と
な
っ
た
。

◎
川
西
町
報
酬
費
用
弁
償
並
び
に
実
費

　
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
こ
れ
は
七
月
｝
B
か
ら
国
鉄
運
賃
法

の
改
正
で
三
等
運
貿
が
二
等
運
蟹
に
改

正
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
伴
っ
て
字
句

を
改
正
し
た
も
の
で
、
実
質
的
に
変
更

は
な
い
o
な
お
旅
費
関
係
の
他
の
六
つ

の
条
例
も
あ
わ
せ
て
こ
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
た
。

◎
川
西
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　
こ
れ
は
転
入
、
転
出
の
場
合
の
保
険

料
の
賦
課
手
つ
づ
き
に
つ
い
て
改
正
し

た
も
の
。
こ
れ
ま
で
は
転
入
の
場
合
は

そ
の
翌
月
か
ら
、
転
出
の
場
合
は
そ
の

月
の
分
ま
で
賦
課
し
た
も
の
を
、
こ
ん

ど
か
后
転
入
の
場
合
は
そ
の
月
か
ら
、

転
出
の
場
合
は
そ
、
の
前
月
分
ま
で
を
賦

課
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
へ
、
な
お
、

こ
れ
は
厚
生
省
の
指
導
で
全
国
的
に
こ

の
よ
う
に
統
一
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

堂
々
め
ぐ
リ
六
回

　
常
任
財
政
を
二
名
欠

　
委
員

　
町
長
提
出
議
案
並
ぴ
に
請
願
の
審
査

を
終
わ
っ
た
あ
と
で
、
小
林
議
長
か
ら

小
川
副
議
長
あ
て
辞
表
が
提
出
さ
れ
た

こ
の
た
め
、
小
川
副
議
畏
が
議
長
席
に

つ
き
、
ま
ず
臼
程
追
加
の
件
を
議
決
し

て
た
だ
ち
に
休
憩
に
は
い
り
、
そ
の
後

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
た
o

　
そ
の
結
果
、
原
則
ど
お
り
単
記
無
記

名
投
票
に
よ
っ
て
後
任
議
長
を
選
挙
す

る
こ
と
と
な
り
、
午
後
一
時
再
開
、
た

だ
ち
に
辞
職
の
許
可
を
議
決
し
、
引
き

つ
づ
い
て
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
小
林
伝

司
氏
が
多
数
を
得
て
再
び
選
出
さ
れ
た

　
　
十
六
票
　
　
小
林
　
伝
司

　
　
　
七
票
　
　
増
田
忠
治

　
　
　
一
票
　
馬
場
卜
禅

　
次
い
で
小
林
新
議
長
の
も
と
に
副
議

長
及
び
各
常
任
委
員
長
か
ら
辞
表
が
提

出
さ
れ
、
そ
の
許
可
を
議
決
し
た
の
ち

ま
ず
副
議
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
小
川
前
副
議
長
が
再

選
さ
れ
た
。

　
　
一
六
票
　
，
小
川
　
駒
治

　
　
　
三
票
南
雲
章

　
　
　
三
票
　
　
和
久
井
精
一

　
　
　
一
票
　
　
増
田
忠
治

　
　
　
一
票
　
　
川
崎
清
栄

　
最
後
に
常
任
委
員
長
の
選
挙
に
つ
い

て
は
①
四
つ
の
ポ
ス
ト
を
あ
ら
か
じ
め

四
地
区
に
割
り
当
て
る
か
ど
う
か
②
四

名
連
記
と
す
る
か
③
一
人
ず
つ
単
記
投

票
と
す
る
か
、
に
つ
い
て
協
議
し
た
が

結
局
一
ポ
ス
ト
ず
つ
順
次
単
記
投
票
で

選
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
再
開
し
て
、
総
文
委
員
長
か
ら
逐
次

選
出
し
か
結
栗
、
次
の
と
お
り
四
人
と

も
前
任
者
が
再
選
さ
れ
、
こ
こ
に
六
回

に
わ
た
る
堂
々
め
ぐ
の
・
が
全
部
終
了
し

た
。土産財総

木経政文

一
四
票

一
五
票

二
一
票

一
九
票

田
中
与
三
郎

和
久
井
精
一

増
田
忠
治

富
井
正
治

　
議
長
選
挙
に
は
い
る
直
前
に
は
さ
す

が
に
緊
迫
し
た
空
気
が
見
ら
れ
た
が
、

正
副
議
長
の
再
選
に
よ
噂
、
て
や
ま
を
越

し
た
形
と
な
り
、
常
任
委
員
長
選
挙
の

こ
ろ
は
軽
い
冗
談
も
飛
ぴ
出
す
な
ご
や

か
さ
を
取
り
も
ど
し
、
淡
淡
と
し
て
行

な
わ
れ
た
。

　
こ
の
あ
と
、
常
任
委
員
の
選
錘
に
つ

い
て
協
議
の
結
果
、
財
政
委
員
の
田
中

金
造
氏
を
欠
員
中
の
総
文
委
員
に
補
充

選
任
し
、
財
政
委
員
を
二
名
欠
員
の
ま

ま
と
し
た
ほ
か
、
全
部
従
前
ど
お
り
と

決
定
し
た
Q

．
農
委
に
　
　
　
　
　
　
＆

　
　
町
長
・
議
長
を
推
薦

　
正
副
議
長
以
下
の
改
選
が
終
わ
っ
た

の
ち
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
の
件

が
上
程
さ
れ
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
第
十
二
条
第
二
号
に
よ
ス
、
学
識

経
験
者
委
員
と
し
て
、
中
村
町
長
及
び

新
農
業
委
員
出

会
長
に

小
林
議
長
の
両
人
を
満
場
一
致
で
推
薦

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
．
、

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
八
月
十
二
日
に
行

な
わ
れ
た
農
業
委
員
選
挙
に
よ
っ
て
選
、

出
さ
れ
た
十
四
人
、
並
ぴ
に
農
協
、
共

済
組
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
さ
れ
た
理
．

事
五
人
と
合
わ
せ
て
二
十
一
人
の
農
業
．

委
員
会
を
構
成
し
、
九
月
一
日
か
ら
発

足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
教
委

　
　
固
定
資
産
評
億
委

一
襲
叢
の
藝
縛
養
任
塗
つ
い

｝
て
は
、
九
月
十
気
日
に
任
期
満
了
と
な

ハ

『
る
高
橋
勇
丈
郎
（
坪
山
）
及
ぴ
小
林
誠

治
（
中
仙
田
）
の
両
氏
を
、
ま
た
閲
定

資
産
評
価
審
査
委
員
（
燐
．
ぬ
任
に
つ
い
て

『
、
九
月
三
言
髪
雄
満
了
と
な
る

｝㎜
丸
霞
豊
天
郎
氏
（
原
繊
）
か
、
、
そ
、
れ
ヂ
、

一
酵

れ
再
選
す
る
こ
と
に
満
場
』
致
で
賜
意

し
た
．
．
、

そ
ろ
う

中
村

選
挙
に
無
投
票
で
当
選
が
確
定
し
た
あ
一

と
、
の
こ
り
七
名
は
八
月
三
十
日
招
集

の
町
議
会
で
、
学
識
経
験
者
二
名
の
推

薦
も
終
わ
り
、
農
協
四
名
、
共
済
一
名

の
各
理
事
と
と
も
に
斑
任
委
員
と
し
て

加
わ
り
、
こ
れ
で
全
員
の
顔
ぶ
れ
が
そ

ろ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
新
委
員
の
氏
名
は
次
の
と
お
り

◎
選
挙
委
員
へ
十
四
名
）

小
川
富
治
（
岩
瀬
）
小
島
謙
作
（
新
町

新
田
）
北
村
直
次
（
山
野
田
）
根
津
英

作
（
上
野
）
小
墓
作
（
霜
田
塗

魏
嚢
諜
肋
認
毅
鵡
鉱

の
撃
養
が
・
去
る
八
旱
言
食

壮
吉
氏

畑
基
徳
（
上
野
）
野
沢
秀
保
（
野
口
）

高
野
寅
五
郎
（
笠
島
）
数
藤
孝
平
（
沖

立
）
水
落
達
π
仁
田
）
樋
欝
辰
治
（

中
仙
田
）
引
間
穂
太
郎
（
坪
山
）
凡
山

・
久
一
郎
（
根
深
）
大
野
辰
平
（
大
臼
禽

◎
選
任
委
艮
へ
七
名
）

・
星
名
与
三
郎
（
一
丁
叩
…
農
協
）
清
水
儀
七

（
上
野
農
鷺
）
薩
搬
｝
難
正
（
橘
農
協
）

佐
藤
常
一
郎
（
弘
田
農
榛
）
中
村
壮
吉

（
町
長
、
学
識
経
験
）
小
林
伝
葛
（
議

会
議
長
、
4
、
一
＾
、
話
．
｝
、
缶
、
）

　
そ
の
後
、
三
裁
に
醗
か
れ
た
第
一
回

農
業
委
員
会
て
、
会
長
、

員
に
群
冠
壮
吉
氏
、
会
長
代
馨
と
し
て

野
沢
秀
保
氏
か
選
出
さ
れ
た
o

…
．
／
ー
ゼ
…
ー

㎜
葎
閤
は
奉
．
仕
し
よ
み
ノ
ガ
と
る
に
誓
デ
、
て

㎜
い
た
老
入
は
、
ど
ん
な
江
》
舶
．
．
宥
か
、
さ
－

｝
す
大
雪
の
朝
も
募
瑛
の
だ
れ
・
．
・
b
黛
，
〆
＼

㎜
起
き
て
、
火
．
の
気
の
な
い
中
て
マ
ソ
サ

ヘ
｝
ー
ジ
を
船
…
り
な
が
梱
り
ん
諺
乗
衣
に
着
換
一
え

　

｝
通
学
道
路
の
確
保
に
献
身
し
た
盛
悲
願

｝
？
工
年
は
教
任
の
羅
隻
．
㌧
結
局
十
π
申

F
楼
た
が
、
楽
懸
旨
ん
ず
詮

皿
と
の
き
ら
い
な
老
人
は
三
妊
前
か
ら
学

嚢
、
支
馨
．
㏄
下
肥
馨
賛
皇
ん

｝
で
引
き
受
け
た
¢
最
近
は
農
袈
で
さ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

｝
下
肥
を
も
て
あ
ま
す
始
末
で
、
・

　
｝
や
公
共
施
設
だ
手
を
や
い
て
い
る
の
は

｝
い
ず
こ
も
周
じ
で
あ
養
轟
鋳
、
の
よ
う
な

一
中
で
こ
の
老
人
が
せ
（
、
せ
と
汲
み
鮮
．
』
づ
、

｝
て
く
れ
る
の
で
、
学
校
や
箕
所
は
大
恥

い

㎜
か
へ
）
。
マ
ン
ニ
、
ス
緑
の
へ
　
　
　
、
、

一
は
清
掃
車
で
も
駁
、
け
れ
は
手
が
つ
け
ら

㎜
れ
な
い
し
ろ
も
の
だ
が
、
こ
の
老
人
は

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

｝
単
身
こ
れ
と
取
ジ
．
鴛
み
、
遂
に
は
ハ
ダ

㎜
カ
ザ
柑
㌧
中
に
は
い
り
込
む
と
い
っ
た
非
常

一
手
段
で
こ
れ
を
始
ま
し
た
と
い
う
轟
合
，

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
一
礼
㌧
極
こ

一
の
老
入
ガ
は
じ
群
で
、
だ
と
…
汗
仁
餐
も
舌

を
巻
い
て
い
る
が
、
当
人
は
『
若
い
と

．
き
本
六
（
深
、
む
直
径
六
尺
6
罷
ダ
メ
）

一
て
、
頭
か
あ
－
下
肥
の
シ
ブ
出
・
歩
．
か
ぶ
の
、

7
、
苦
労
し
た
こ
と
を
思
え
ば
弼
で
も
な

否
と
、
こ
8
つ
も
＋
鴇
済
．
い
．

芝
む
李
叢
頚
u
、
奪
て
い
る
△
去

、
る
六
日
、
橘
小
・
学
校
改
築
落
成
式
に
串

材
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
て
注
目
を
集
め

…
た
野
口
の
星
野
適
轡
蔵
さ
ん
（
六
八
）
方

｝
　
　
　
ン
　
声
　
り
v
｛

一
こ
の
老
ノ
て
あ
る
、
　
戸
真
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
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灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撒
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ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞭
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黙
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翻
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灘
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広報かわに
第璽回町民運動会

　
　
　
第
一
回
町
民
大
運
動
会
は
総
合
得
点
の
一
位
、
晴
れ
の
初
優
勝
を
千
手
地
区
が

　
　
か
ち
と
り
・
以
下
仙
田
、
上
野
、
橘
の
順
位
で
無
事
に
そ
の
幕
を
と
じ
た
。

ち
　
　
八
月
十
七
日
の
千
手
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
は
、
第
一
回
、
し
か
も
地
区
対
抗
の
大

ど
蜂
置
隷
霧
難
猷
藍
蘂
軽
の

の
即
．

、
、
お
さ
を
知
る
に
十
分
の
活
気
が
、
グ
ラ
ン
ド
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

　
“

の優勝て

千
手
二
〇
三
点
・
仙
田

　
　
上
野
一
五
七
点

手
な
成
積
を
は
ぶ
い
て
、
種
目
ご
と
に
最

千

難
　
難
　
　
触
躾

　
四
地
区
の
種
目
別
得
点
は
別
表
の
と

お
り
で
、
こ
こ
で
は
レ
ー
ス
の
こ
ま
か

高
記
録
を
か
か
げ
る
に
と
ど
め
ま
す
。

　
　
男
　
子

△
百
米
　
◎
小
学
生
　
富
井
正
夫
（
上

野
）
一
五
秒
六
　
◎
一
般
三
〇
才
ま
で

星
名
四
郎
（
千
手
）
一
三
秒
八
　
◎
三

一
才
か
ら
四
〇
才
　
北
岡
昌
春
（
千
手

　
　
　
　
　
　
◎
四
一
才
以
上
田
中

　
　
，
研
治
（
仙
田
）
五
米
七
八

　
　
△
千
五
百
米
　
◎
中
学
生
　
平
野
勇
（

　
　
・
千
手
）
四
分
五
三
秒
六
　
◎
一
般
三
〇

　
　
、
才
ま
で
　
村
越
嘉
一
郎
へ
橘
）
四
分
五

　
　
　
（
仙
田
）
五
分
〇
六
秒
○

　
　
　
△
走
高
と
び
　
◎
中
学
生
　
青
木
普
（

　
　
‘
拙
田
）
一
米
六
三
　
◎
一
般
　
小
林
斉

　
　
　
（
千
手
）
一
米
六
〇

　
　
、
心
△
二
人
三
脚
，
◎
一
般
三
〇
才
ま
で
．

　
　
蕊
星
名
穂
平
、
数
藤
孝
一
（
千
手
）
．
◎

　
　
、
三
一
才
以
上
　
平
野
正
義
、
北
村
日
出

　
　
　
・
△
八
百
米
リ
レ
ー
　
◎
中
学
生
　
仙
田

燦
．
と
冨
チ
薯
ム
一
分
五
一
秒
三
◎
一
般
千

　
．
．
、
三
秒
七
　
◎
三
一
才
以
上
　
小
林
栄
作

鱒
灘櫛

ヤ

一
叢
薫
）
◎
菱
渡
撃

鮎
、
糊
戴
手
）
二
四
秒
二

　
　
　
一
七
一
一
点

・
橘
一
一
二
点

手
チ
ー
ム
一
分
四
九
秒
○

△
消
防
団
競
走
　
川
崎
定
則
（
仙
田
）

ム
ロ
！
ソ
ク
競
走
　
登
坂
登
（
仙
田
）

△
砲
丸
投
◎
一
般
三
〇
才
ま
で
小

幡
紀
年
（
橘
）
九
米
九
〇
◎
三
一
才

か
ら
四
〇
才
　
江
口
一
（
仙
田
）
九
米

五
九
　
◎
四
一
才
以
上
届
井
正
治
（

ト
野
）
九
米
六
〇

△
四
百
米
　
◎
一
般
三
〇
才
ま
で
　
清

水
俊
六
（
千
手
）
一
分
〇
一
秒
八
◎

三
一
才
以
上
　
南
雲
敬
（
仙
田
）
一
分

〇
九
秒
三

△
千
六
百
米
リ
レ
ー
　
千
手
チ
ー
ム

四
分
〇
七
秒
四
、

△
矩
令
別
リ
レ
ー
　
仙
田
チ
ー
ム
　
ニ

分三

四
秒
三

△
駅
伝
　
橘
チ
し
ム
　
一
時
間
四
七
分

一
一
一
秒

　
　
女
．
子

△
百
米
　
◎
小
学
生
　
太
田
昭
子
（
千

手
）
一
六
秒
○
　
◎
中
学
生
　
丸
山
和

子
（
上
野
）
一
五
秒
一
　
◎
一
般
三
〇

才
ま
で
　
宮
田
喜
美
江
（
千
手
）
一
四

秒
三
　
◎
三
一
才
か
ら
四
〇
才
中
．
島

マ
ス
（
上
野
）
一
七
秒
六

△
走
巾
と
ぴ
　
◎
中
学
生
星
名
幸
（

千
手
）
三
米
七
五
　
◎
一
般
　
目
黒
ア

ツ
子
（
千
手
）
三
米
六
四

△
走
高
と
び
　
◎
中
学
生
　
高
橋
ヒ
デ

子
（
仙
田
）
」
米
二
三
　
◎
一
般
　
水

品
ゆ
り
子
（
上
野
）
一
米
一
八

△
二
人
三
脚
　
◎
一
般
三
〇
才
ま
で

片
桐
了
子
、
永
井
貴
美
子
（
橘
）
　
◎

三
一
才
以
上
丸
山
満
子
、
村
山
ト
ワ

（
千
手
）

△
六
〇
米
　
◎
四
一
才
以
上
登
坂
カ

ツ
（
仙
田
）
一
一
秒
六

△
四
百
米
リ
レ
ー
　
◎
中
学
生
　
千
手

チ
ー
ム
　
一
分
〇
一
秒
○
　
◎
一
般

千
手
チ
ー
ム
　
一
分
〇
一
秒
六

　
ム
ロ
ー
ソ
ク
競
走
　
押
木
ッ
タ
ヨ
（
上

野
）

　
△
砲
丸
投
◎
一
般
三
〇
才
ま
で
藤

淺

（轟鑛躍）（ろ）第23号

，
雛

羅
嚢

灘
騰
　
、
難
灘
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
キ
ノ

　
、
－
．
霧
馬
．
、
．
蟻
，
議
簾
5
欝
、
、
藤

巻
マ
サ
イ
（
橘
）
七
米
四
一
　
◎
三
一

才
か
ら
四
〇
才
　
柄
沢
悦
（
千
手
）
六
．

米
七
三
◎
四
一
才
以
上
　
上
村
ト
リ

（
上
野
）
六
米
三
七

△
お
し
た
く
競
走
　
◎
一
般
三
〇
才
ま

で
　
清
水
ト
シ
イ
（
上
野
）
　
◎
三
一

才
以
上
　
平
野
千
代
（
千
手
）

△
葎
令
別
リ
レ
ー
　
千
手
チ
ー
ム
　
ニ

分
三
九
秒
二

△
玉
入
れ
　
橘
チ
ー
ム
　
一
九
コ

　
以
上
が
種
良
ご
と
に
各
レ
ー
ス
を
潭

じ
た
一
位
の
ラ
ツ
プ
で
す
が
、
ト
ラ
ツ

ク
種
目
は
参
考
記
録
と
し
ま
・
す
。

調
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
援
団
賞
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
手
が
一
位

灘醗、懸灘欝嚢撫

辮
灘

　
　
鑛
燃
祢
鱗
　
群
蕊
よ
う
で
あ
る
．

　
　
驚
翰
簸
・
、
鵜
　
　
　
　
　
　
　
購
纏
澱
』
F
　
　
　
透
”
熱
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．
訟
く
　
悌
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嚢
騨

職鐙一一一

種蹴μjrv’“、ぴ、

韓lll一　　区 千手　上野 橘 仙田

100臨 44　　39 27 28

巾とび 　32　　17 13 30
1．500m gi　5 7 8
高とび

煎者卜、8 24

2人3脚 131　　6 10 11

200鵬
忙
4
1
　
　 2 1 3

60m 槽 1 4　　　　　　31　　2
4。。鵬Rヒ玄ヒ6

4 2
一一”鵯　　門

800m・Rl　7茎
’僧　　　　　『『

　　3　　　3
よ

7
消防団笹　51　6　　1 7

雪　　　↓“｝
14 14∫驕繋セニ墨醤辻、

、．葬5
　　　　6蓉‡器計 墨 10

玉，60G鵬R　l　　41
十一一一一一ナー一

　　　　　烈 争
4一｝r　－　　｛

　　1
年令琴膿1　　71一づ

㎝
6

← 2r　4セ　3
ふ

王．入れ　1　　玉i

駅　　伝
峠　　　　　　一
1　繋　　2i　41　・3

欝 †203目5ア1 窒21い72
　
　
こ
の
運
動
会
を
主
管
し
た
公
民
舘
の

　
保
坂
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る

　
「
こ
れ
ほ
ど
盛
大
に
な
る
と
は
考
え
て

　
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
跡
当
属

　
い
の
中
に
も
規
律
正
し
く
、
大
会
を
り

　
っ
ぱ
に
や
り
と
げ
た
の
は
大
き
い
収
穫

　
で
、
単
に
運
動
会
だ
け
で
な
く
、
町
の

　
発
展
を
方
強
く
約
東
す
る
も
の
で
し
ょ

　
う
．
、
大
会
内
容
は
さ
ら
に
反
省
の
工
に

　
た
っ
て
、
来
奪
は
よ
り
・
よ
い
も
の
に
し

　
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

轟頴

馨
諺
姦

一

濯
り
，
［
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…

｝
十
月
一

申
告
は
も
れ
な
く

日
は
国
勢
調
査

｛”皿

る
欄
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
さ
窪
、

調
査
の
お
も
な
点

　
今
回
の
調
査
で
調
べ
る
事
項
は
、
世

箪
業
校
の
種
類
⑥
・
葭
低
の
露
孫

既
婚
の
女
子
に
つ
い
て
は
・
結
類
蕉
徽

・
出
盈
児
徽
　
　
　
　
　
　
　
　
“

以
上
の
＋
項
目
て
応

ら
嚢
学
し
て
“
、
払
c
’

銑
ベ
ナ
叢
△
・

・
入
慌
算
著
に
つ
、

島
箭
に
λ
院
し
㍗

～川
、
■
　
．
「
：
　
　
　
ρ
i

協
力
し
て
ぐ
．
π
さ
（
　
　
ー
：
．

）

帯
主
が
み
ず
か
ら
記
入
し
て
申
告
す
る

事
項
（
こ
れ
を
自
計
申
告
琢
項
と
呼
ん

世
餐
員
の
う
ち
勤
入
等
ガ
教
㌧
、
，
4

た
ら
、
そ
の
六
・
繍
一
y
先
の
々
“
森
、
’
紅

卜
，
鳶
π
鷲
降
入
捗

て
罪
髭
し
葺
ゴ
（
｝

十
月
一
日
午
前
零
時
現
在
で
、
全
国

に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
い
ま
す
）
と
、
調
査
員
か
世
夢
の
人

在
地
、
動
あ
先
の
箏
業
つ
舐
類
、
裂
嘉

×
　
　
　
　
y

い
っ
せ
い
に
第
九
回
目
の
照
勢
調
査
が

調
査
は
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
間
に

に
質
問
し
、
そ
の
答
え
に
葵
づ
い
て
記

、
、
比
お
ぼ
え
塑
．
∵
び

こ
欺
誘
黛
、
害

実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
ガ
各
世
帯
を
訪
問
し
、

調
査
事

入
す
る
褻
項
（
他
計
申
告
票
項
）
の
二

欄
」
に
て
き
る
だ
け
く
わ
し
・
＼
驚
へ
し

こ
と
ー
ー
騒
、
賛

国
勢
調
査
は
、

統
計
法
に
基
づ
い
て

項
を
お
朋
さ
し
ま
す
が
、

と
く
に
慎
重

種
類
に
わ
か
れ
ま
す
。

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

う
だ
ρ
ン
．
．
、
毅
詑
“

行
な
わ
れ
る
国
の
も
っ
と
も
大
が
か
り

を
期
す
た
ぴ
、

九
月
二
十
四
日
か
ら
三

①
世
帯
主
が
記
入
す
る
構
（
記
入
事
項

㊤
お
ほ
え
書
出
、
禰

麺
う
こ
と
ほ
兆
栖
尤
ビ

か
つ
、
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
全
国

十
日
ま
一
、
」
の
一
選
悶
が
準
備
調
査
朗
麗

を
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
）

護
査
鍛
は
各
世
帯
に
つ
い
て
、
鐙
儀

た
茸
嚢
｛
チ
＾
三
、

人
口
の
状
況
を
調
べ
る
唯
一
の
調
査
で

に
定
め
ら
れ
て
、

こ
の
期
間
中
は
、
調

こ
こ
に
含
ま
れ
る
事
項
は
、
奔
世
帯

調
査
期
悶
山
お
も
に
た
に
レ
な
し
た
’
㌧

す
。
こ
の
調
査
の
結
果
に
よ
っ
て
、

議

査
員
が
受
持
区
門
の
世
帯
全
部
を
巡
回

に
つ
い
て

し
な
か
り
、
た
か
か
賀
閥
し
、
仕
導
ン
レ

纏
£
“
、
毒
つ
に
、

会
の
議
員
定
数
を
決
定
し
た
り
、
地
方

交
付
税
算
定
の
墓
礎
資
料
に
す
る
な
ど

訪
閏
し
、

　
　
　
　
世
帯
主
氏
名
、

員
数
を
賀
駕
記
入
の
う
え
、
各
世
帯
の

番
地
、
世
帯

ω
氏
名
　
ω
世
帯
立
と
の
続
き
締
　
⑬

男
女
の
別
　
㈲
出
生
の
葺
月
邑
　
㈲
国

た
努
昌
、
料
轄
主
力
ら
記
一
査
て
お

い
て
い
た
だ
い
た
「
お
ほ
．
究
書
姦
、
ヂ
に

告
』
r
、
．
・
な
、
き
レ

了
二
、

国
や
地
方
の
行
財
政
を
民
主
的
に
行
な

戸
口
に
世
智
番
号
札
を
は
り
つ
け
、

同

籍
　
⑥
一
奪
前
の
常
佐
地
　
傷
豪
民
学

奮
髪
、
に
、
詳
翻
を
お
閏
き
し
茎
ヂ

う
た
め
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
調
査

時
に
、

課
査
票
の
「
世
帯
主
が
記
入
す

在
学
、
卒
業
の
別
と
在
学
学
荻
さ
た
は

ら
、
実
地
読
蓑
顯
贋
中
、
世
轟
霊
t
不

在
に
な
る
堤
合
は
、
世
、
．
、
．
蒐
、
ニ
レ
、
く
お

健
療
糧

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
よ
　
　
じ

　
　
　
　
し
　
　
開

　
　
　
　
と
　
　
を

　
　
一
　
、
　
会

　
　
●

　
　
　
　
は
　
　
老

　
　
“
間
　
敬

　
　
．
　
彊
　
　
　
う

　
　
ゆ
　
　
　
・
ユ
　
　
　
　
し

　
　
て
　
1
　
　
心

を
茎
ら
　
中

　
　
「
ξ

日
了
力
　
が

の
イ
ロ
　
会

　
　
る
　
う

　
　
　
　
C
　
　
　
ノ

リ　
　
ま
　
こ
　
　
婦

よ
　
こ

し
ブ
　
コ
、

　
　
こ
　
　
　
ゼ
レ

　
　
ブ

と
　
　
　
の

　
　
あ
り
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答
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ら
れ
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ど
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し
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“
．
．
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さ
い
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一
▼
　
聾

　
ま
ず
世
鵜
、
つ
ぎ
に
洋
．
滋
敷
ば
2

　
　
　
　
　
　
、
　
＼
、
b

だ
ん
住
ん
一
』
、
る
ノ
煮
、
　
h
・
至
れ
蔓
も

れ
な
く
調
べ
ま
す
．
）

　
。
警
澄
拉
帯
：
；
住
屠
と
生
計
ξ
と
も

に
し
て
い
る
も
の
。
　
一
人
で
二
μ
ぞ
ガ

　
ま
え
て
暮
ら
し
て
い
ろ
も
の
、
、

　
・
準
世
帯
・
：
・
麗
借
り
を
し
て
マ
．
芽

　
ら
し
の
も
の
や
、
寄
宿
会
、
下
宿
二
に

ム
．
“
る
も
の
。

　
・
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
；
：
つ
ま
じ

＋
月
言
午
前
零
時
現
在
、
そ
庶
籍
．

　
に
三
カ
月
以
上
住
ん
で
い
ξ
か
．
、
ま
だ

　
三
カ
月
に
な
る
な
い
が
、
調
査
日
の
前

　
後
を
逓
算
し
て
三
力
震
鎧
上
住
む
二
と

　
に
な
っ
て
い
る
人
。
お
よ
び
、
　
ご
群
、
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在
の
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不
在
増
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か
三
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に
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す
。
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お

ば

あ
さ
ん
た
ち
の

グ
ル
ー

　
　
　
　
上
野
に

　
八
月
二
十
三
日
、
と
こ
ろ
は
上
野
支
所
会
議
釜
で
、

て
、
な
ご
や
か
に
ひ
と
つ
の
発
会
式
が
行
な
わ
れ
た
o

　
集
ま
っ
た
の
は
上
野
地
区
の
六
〇
才
を
こ
し
た
ご
老
人
た
ち
で
、
そ
れ
も
お
ば

あ
さ
ん
だ
け
、
町
で
は
は
じ
め
て
の
と
し
よ
り
グ
ル
ー
プ
「
と
き
わ
会
」
が
そ
れ

で
あ
る
。

　
き
た
る
十
五
日
の
と
し
よ
り
の
日
を
間
近
に
ひ
か
え
て
、
こ
ん
な
話
題
を
提
供

で
き
る
の
も
心
た
の
し
い
こ
と
で
す
o

余
生
．
を
た
の
し
く

フ
活
一
動

「
と
き
わ
会
」
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
人
形
芝
居
や
歌
を
ま
じ
え

　
も
と
も
と
と
し
よ
り
の
い
る
家
庭
や

社
会
は
明
る
い
も
の
で
す
が
、
こ
の
「

し

と
き
わ
会
」
会
則
第
四
条
を
み
る
と
〃

こ
の
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か

り
、
あ
い
慰
め
、
あ
い
励
ま
し
、
か
っ

過
去
を
反
省
し
、
余
生
を
健
康
と
幸
福

で
長
寿
を
は
か
る
〃
と
い
う
ふ
う
に
そ

の
目
的
を
う
た
っ
て
い
る
と
お
り
、
余

生
を
楽
し
く
過
そ
う
と
い
う
こ
と
に
あ

わ
せ
て
、
世
の
中
の
こ
と
も
ち
ょ
っ
ぴ

り
勉
強
し
た
う
え
、
み
ん
な
の
集
ま
り

を
と
お
し
て
、
若
い
者
に
す
こ
し
で
も

つ
い
て
ゆ
け
る
よ
う
に
と
、
お
と
し
よ

り
も
な
か
な
か
意
欲
的
で
す
。

　
会
の
世
話
役
で
あ
る
上
野
支
所
冨
井

簾
健
婦
さ
ん
も
（
「
と
し
よ
り
が
家
庭

に
と
け
こ
め
る
よ
う
な
知
識
を
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
の
安
息
の
上
に
つ
け
加
え
て

ゆ
き
た
い
」
意
向
の
よ
う
で
す
婚

　
神
．
社
、
仏
閣
の

　
　
　
参
拝
な
ど

　
会
長
は
星
名
照
子
さ
ん
で
、
会
員
数

は
現
在
八
十
六
名
。
こ
の
会
が
と
り
あ

げ
る
事
業
は

ー
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
休
息
と
娯
楽

2
講
謡
を
聞
く
会

　
（
写
真
は
発
会
式
蕊
景
　
人
形
芝
居

　
　
に
興
ず
る
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
）

ろ
茶
話
会
や
座
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

4
神
社
仏
閣
の
参
拝

5
観
光
旅
行

6
健
康
相
談

』
な
ど
の
ほ
か
、
お
互
い
の
慶
弔
な
ど
、

　
老
人
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
そ
し
て
こ
の
種
の
活
動
は
、
郡
の
社

　
会
福
祉
協
議
会
の
本
犀
度
の
目
標
と
し

　
て
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
会
長
の
星
名
さ

　
ん
は
そ
の
理
事
で
も
あ
る
関
係
か
ら
、

会
の
結
成
に
は
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

　
る
よ
う
で
す
o

　
　
町
社
会
係
で
も
、
今
後
こ
う
い
っ
た

　
グ
ル
ー
プ
の
育
成
に
は
、
空
気
を
助
長

　
し
て
ゆ
き
ま
す
が
、
と
し
よ
り
が
自
分

　
の
手
で
余
生
を
計
画
的
に
暮
ら
そ
ろ
と

　
い
う
意
欲
に
は
、
拍
手
を
お
く
ろ
う
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

消
防
ポ
ン
フ

操
法
競
技
会

△
可
搬
の
部

一
位

二
位

第
四
分
団
第
五
部
へ
赤
谷
）
二

九
秒
八

一三
位
　
第
一
分
団
第
四
鶴
（
沖
立
）
三

　
　
　
三
秒
一

’
（
な
お
競
技
方
法
は
、
ポ
ン
プ
を
定
位

購
団
第
四
部
．
田
戸
）
、
、
、
爾
鋳
蕪
に
．
．
、
、
、
、
い

お
気
持
ち
感
謝
い
た
し
ま
す

、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

製
本
　ξ

　
七
月
号
〃
町
の
掲
示
板
〃
で
も
お
願

い
し
て
、
七
月
い
っ
ぱ
い
と
八
月
に
か

け
、
町
の
か
た
が
た
か
ら
協
力
い
た
だ

い
て
い
た
「
社
会
を
明
る
く
す
多
運
動

」
封
筒
募
金
の
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど
社

会
係
の
手
ザ
、
」
ま
と
ま
っ
た
。

　
募
金
は
総
額
げ
．
し
三
万
五
百
八
十
七
円

に
達
し
、

　が
こ’仙橘上千プ　　 　ツド

つ〆ご

しの田　野手

集区
ま別　　　 一
っ内八四四三
た訳’’”金と七三二二二
はな5六四二
’つブL七〇一
いて円円円円
っレ、

たる

づ
い
て
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
、
燃
　
八
月
十
七
日
行
な
わ
れ
た
町
民
運
動

千
手
中
央
通
り
で
行
な
わ
れ
、
お
り
か
以
会
に
つ
い
て
一
輩
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

ウ
募
金

ん
県
更
生
保
護
協
会
で
ま
と
め
ら
れ
た

の
ち
、
県
内
の
更
生
者
収
箸
施
設
に
資

金
と
し
て
お
く
ら
れ
る
も
の
で
す
．
）

　
出
か
せ
ぎ
者

　
　
　
求
人
案
内

　
秋
期
お
よ
び
冬
期
問
の
出
か
せ
ぎ
暫

互
災
状
遅
、
い
ま
の
と
こ
ろ
濠

茨
の
よ
う
髪
っ
て
い
ま
実

｝廟
●
男
　
子

荷
扱
夫

｝｝

日
給
五
百
円

　
　
東
京
損
本
通
蓮

。
口
船
難
祀
患
霧

一
ズ
ー
，
瞭
ゴ
イ

●
女
　
子

貨
鮪
工

．
償
装
エ

　日　 日

　給　給
中五墨1二
央百郎百
区円区七
大　中十
和　野円
曳運　紙
輸　社

。
臼
給
二
百
五
十
．
円

　
　
愛
知
県
い
糞
鵡
工
場

・
月
給
五
千
円

　
　
静
岡
稲
葉
食
晶

　
日
給
二
百
三
十
円

繍一鵬燃聯撒認一躍剛騨欝蝉

．
紡
績
工
　
・
日
給
三
百
円
　
　
　
　
　
　
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
・
　
　
　
　
　
　
吟
艇

｝
　
』
日
給
三
百
華
新
　
　

～
あ
ほ
か
に
・
棄
京
髪
一
∵
冨
最
」

羅
難
菱
〆
u
奪
μ
済
景
　
　

嚢
潟
・
驚
超
曇
一
茗
烹

冨薫

譲
、
東
農
蓼
．
線
、
橋
轟

蚕
属
、
天
蘂
下
運
葉
象
宕
墨

マ
麓
が
き
て
ぢ
ま
誕
　
　
鳳

｝
　
詳
緬
に
つ
い
て
は
、
役
鴛
な
杜
会
磁
、
ま
∞
　

い
二
ぐ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
れ
は
、
．
、
賦
明
鰯

∬
空
髭
　
　
　
　
∞
∞

轍
灘
灘
響
瞬
麟
鯵
鷺
隼
鎌
鷹
畷
嚢
職
欝
繋
蒸
娠
嚢
襟
轟

ら
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
車
、
獣

手
引
き
、
可
搬
の
部
そ
れ
ぞ
れ
四
地
区
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
代
表
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
欺

き
そ
い
あ
っ
だ
．
　
　
　
燗

　
成
績
は
次
の
と
お
り
。
　
　
　
　
　
黙

△
島
悪
部
　
　
　
糊

一
位
上
野
三
二
秒
五
　
　
　
　
蹴

△
手
引
き
の
部

一
位

二
位

第
一
分
団
第
一
部
へ
中
島
町

～
　
東
善
寺
）
　
二
九
秒
六

第
三
鎗
団
第
四
部
（
木
落
）
一

七
秒
二

の声町

　
ま
ず
ま
ず
最
初
の
試
み
と

し
て
は
上
で
き
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
関
係
者
の
努
力
に

深
く
感
謝
い
た
し
、
町
民
そ

ろ
っ
て
一
堂
に
集
ま
る
機
会

を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
が
し

み
じ
み
痛
感
さ
れ
ま
し
た
。

　
欺
毎
年
実
施
し
て
全
町
の
親
睦
の
実
を
あ

響
て
聖
触
た
い
も
の
で
す
．

　
期
　
た
だ
今
園
の
よ
｝
つ
に
地
区
対
抗
の
比

一
燃
重
が
重
い
と
、
朗
抗
意
識
が
先
走
っ
て

で
し
よ
う
か
。
役
艮
の
か
た
が
た
も
気

の
毒
で
す
Q
も
し
地
区
対
菰
を
を
。
後
も

続
け
る
な
ら
、
会
場
を
も
ち
ま
わ
の
、
に

す
る
な
ど
、
地
区
ご
と
の
参
都
条
件
を

も
っ
と
整
備
し
て
く
だ
さ
い
、

　
　
　
（
上
野
　
青
葎
会
員
長
）

　
　
　
×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
町
民
運
鋤
会
は
地
区
朗
抗
形
式
を
全

面
的
に
な
く
す
る
の
か
よ
い
と
思
い
｝
、
ひ

す
。
四
地
区
の
対
抗
レ
ー
ス
は
青
葬
山

の
駅
ρ
レ
》
｝
売
伊
、
　
リ
シ
ー
ρ
一
し
ぐ
数
、
種
臼
一

に
限
る
の
が
よ
く
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ヨ
ン
種
目
を
も
っ
と
ふ
や
し
た
ら
ど
う

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
X
×
×
×
×
×
×
X
X
X
×
X
×
X
X
×
×
×
X
×
X
×
×
X
X
×
X
×
×
×
×
×
×

条
件
的
に
も
長
い
あ
い
た
に
は
地
区
的
絵

に
劉
入
れ
か
た
て
証
重
の
滋
が
密
、
∵
、
滋

統
一
し
党
媛
必
会
、
た
．
窟
払
フ
ン
イ
譲

キ
の
町
民
遅
島
会
で
菰
し
に
、
左
に
か
巖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

ス
ツ
キ
リ
し
喉
い
運
動
会
と
た
っ
て
し
蕊

ま
う
締
疲
が
山
～
葺
ン
つ
三
隻
　
　
獄

さ
2
忌
輩
壽
縁
串
仁
畜
鱗

纂
業
愚
い
奪
6
て
、
∬
箕
げ
る
猿

よ
り
も
τ
邸
お
き
と
ガ
・
鎖
／
・
い
に
オ
羅

リ
ン
ビ
ソ
ク
汽
み
に
四
蕉
お
き
に
と
い
捻

う
声
も
素
蔓
じ
た
G
こ
ん
な
襲
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　
ワ

も
主
碗
者
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
騒

　
　
（
千
手
鷲
≦
、
つ
舅
）
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

期ニノ
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あ
す
か
ら
食
生
庸

農
繁
期

濃
改
慧
帰
匿

の
栄
養

岩

田

ト

ク

　
季
節
は
い
よ
い
よ
食
欲
の
秋
、
味
覚
の
秋
、
わ
た
く
し
た
ち
の
町
で
は
こ
れ
か

ら
が
農
繁
期
、
毎
日
の
食
生
沽
は
す
ぐ
労
動
力
、
㌧
影
響
し
ま
す
o

　
主
婦
た
ち
の
台
所
作
業
は
体
力
を
低
下
さ
せ
な
い
工
夫
と
心
く
ば
り
が
必
要
で

あ
す
か
ら
始
ま
る
栄
養
改
善
普
及
運
動
を
機
会
に
、
み
な
さ
ん
の
食
卓
を
ち
ょ
（

と
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

長
生
き
す
る

　
　
　
た
め
の
食
生
活

　
戦
前
の
〃
人
生
五
十
蕉
〃
が
わ
ず
か

十
五
蕉
の
間
に
〃
人
生
七
十
牽
〃
と
二

十
年
も
長
生
き
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
他
の
国
に
く
ら
べ
た
ら

日
本
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
入
た
ち
が
、

早
く
老
衰
し
た
ま
ま
寿
命
を
ち
ぢ
め
て

い
る
の
㏄
．
」
す
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ま
た
食
習
慣
が
悪
い
た
め
、
休
格
が

小
さ
い
、
疲
れ
や
す
く
暑
さ
寒
さ
に
弱

い
、
病
気
に
か
か
り
や
す
い
と
い
う
弱

点
が
あ
り
ま
す
o
こ
の
弱
点
を
と
り
の

ぞ
い
て
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

は
、
食
生
活
の
改
善
が
ど
う
し
て
も
必

要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
わ
た
く
し
た

ち
の
毎
日
の
食
べ
も
の
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
で

し
よ
う
か
、
、

ヨ
ノー

米
の
偏
食
大
食
を
や
め
る

て　
米
食
一
方
に
か
た
よ
る
と
、
自
然
に

米
を
大
食
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
米

の
大
食
は
そ
れ
自
体
有
害
で
あ
る
う
え

に
、
か
な
ら
ず
食
塩
の
過
食
を
と
も
な

っ
て
、
高
血
圧
症
の
重
大
な
原
因
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
い
き
な
り
米
を
へ

ら
す
こ
と
は
な
か
な
か
に
む
ず
か
し
い

こ
と
で
す
か
ら
、
ま
ず
他
の
も
の
を
も

っ
と
食
べ
る
の
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
、

臼
然
と
米
を
へ
ら
す
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

き“
蛙
肉
魚
卵
ま
た
は
大
豆
は
毎
日
た
べ
る

　
肉
、
魚
、
卵
ら
に
含
ま
れ
て
い
る
の

は
お
も
に
た
ん
臼
質
、
カ
ル
シ
ユ
ー
ム

で
、
身
体
の
血
液
や
肉
と
な
る
要
素
な

の
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
村
で
は

こ
の
動
物
性
た
ん
臼
質
が
と
く
に
不
足

し
て
い
ま
し
た
o

　
で
も
そ
う
は
い
っ
た
と
こ
ろ
で
い
ま

の
町
の
状
況
か
ら
、
新
鮮
な
魚
や
肉
を

毎
ヨ
食
べ
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
お

よ
び
つ
か
な
い
話
し
で
、
こ
の
魚
や
肉

と
同
じ
よ
う
な
栄
養
を
も
っ
て
い
る
大

豆
歩
、
毎
日
の
食
卓
で
と
り
あ
げ
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。
大
豆
の
食
べ
方

と
し
て
も
っ
と
も
良
い
の
は
納
豆
、
打

ち
豆
な
ど
、
そ
の
ほ
か
味
噌
、
豆
腐
が

あ
る
の
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

ヨ皿
菜
食
を
す
す
め
る

　
「
野
菜
は
ド
ゥ
ド
く
っ
て
い
る
ん
で

す
が
ノ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
で
し
よ
う
が

こ
の
野
菜
に
は
調
理
方
法
に
よ
っ
て
、

食
べ
た
量
だ
け
の
栄
養
が
、
身
体
の
中

に
吸
収
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
食
品
と
料
理
を
考
慮
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
人
体
を
機
械
と
す
る
と

野
菜
は
機
械
油
の
役
目
を
は
た
し
ま
す

漉
か
き
れ
て
は
、
機
械
の
、
匠
転
が
う
ま

く
ゆ
か
な
い
の
は
当
然
で
、
野
菜
を
じ

ょ
う
ず
に
、
し
か
も
た
く
さ
ん
食
べ
て

身
体
の
働
き
を
よ
く
し
ま
し
よ
う
○

圃
油
は
少
し
ず
つ
毎
日

　
油
は
寒
い
と
き
に
食
べ
る
も
の
、
そ

ん
な
ふ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
暑

さ
に
対
す
る
抵
抗
力
を
強
く
す
る
¢
も

油
で
あ
る
し
、
病
気
に
対
し
て
も
抵
抗

力
を
つ
け
る
の
で
、
毎
臼
少
し
ず
つ
食

べ
る
よ
う
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

ユ館
海
草
を
常
食
し
ま
し
よ
う

　
普
通
の
人
も
海
草
は
食
べ
る
べ
き
で

す
が
、
と
く
に
高
血
圧
の
人
は
毎
日
十

分
に
摂
取
し
た
い
も
の
。

ン腋
な
る
べ
く
牛
乳
を
飲
む

　
牛
乳
は
体
質
を
強
化
す
る
効
果
を
も

ち
ま
す
。
ミ
ル
ク
で
も
山
羊
乳
で
も
、

ど
ち
ら
で
も
一
9
に
．
一
合
は
飲
む
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
o

疲
労
を
ふ
せ
ぐ

　
　
　
食
事
の
質

　
こ
の
よ
う
に
、
肉
魚
（
ま
た
は
犬
豆

）
、
野
菜
、
油
、
海
草
な
ど
を
常
食
す

れ
ば
、
主
食
の
と
り
か
た
は
自
然
と
少

な
く
な
り
ま
す
ゆ
三
食
米
飯
を
食
べ
た

と
し
て
も
、
一
日
三
合
の
米
で
た
り
る

で
し
よ
う
。
こ
れ
な
ら
米
で
も
さ
し
つ

か
え
な
い
が
、
麦
な
ど
を
混
食
し
た
り

い
も
類
を
食
べ
る
な
ら
ば
、
　
一
層
効
果

的
で
す
勺

　
主
食
は
米
麦
に
か
ぎ
ら
ず
、
い
も
、

パ
ン
、
麺
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
主
食

だ
け
の
大
食
は
さ
け
た
い
も
の
で
す
。

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
、
八
十

才
を
こ
し
て
な
お
元
気
な
長
罪
、
者
は
、

い
ず
れ
も
若
い
と
き
か
ら
、
好
き
嬢
い

わ
が
ま
ま
を
い
わ
ず
に
、
穴
ん
で
も
よ

く
食
べ
、
よ
く
働
い
た
人
た
ち
で
す
ゆ

千
手
神
社
の
新
殿
が
完
虞
．
し
て
、
さ
る
七
月

　
三
十
一
臼
に
遷
宮
式
、
一
臼
、
二
日
の
秋
ま

　
　
つ
り
に
は
、
七
百
万
を
か
け
た
豪
華
な
神
明

　
　
　
造
り
の
装
い
で
参
詣
者
の
眼
を
ひ
い
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
4
聾

　　　　　歴卵一　　　選難

新装なった千手神社

　
農
繁
期
に
は
、
と
か
く
質
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
が
ち
で
、
も
っ
ぱ
ら
大
食
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
身
体
の
む
り
～
．
¢
食
｝

べ
物
で
と
り
か
え
才
た
め
に
も
、
ふ
だ

ん
よ
り
食
事
の
質
を
よ
く
し
で
．
、
疲
労

を
ふ
せ
ぎ
、
仕
事
の
能
率
を
あ
げ
る
こ
・

と
で
す
。町

の
掲
示
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
彰
さ
れ
た
渡
辺
さ
ん
　
　
～

　
さ
る
三
日
、
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
｝
、
、
、
開
㎜

か
れ
た
第
十
回
新
潟
県
社
会
福
祉
大
会
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
お
い
て
、
千
手
四
郎
兼
の
渡
辺
理
平
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
が
、
社
会
福
祉
事
業
特
別
功
労
者
㎜

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
民
生
委
員
勤
続
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
蕉
以
上
の
渡
辺
さ
ん
は
、
特
に
均
労
｝

が
顕
著
で
あ
っ
た
も
の
と
し
て
郡
蔦
で
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

は
た
だ
一
人
の
被
表
彰
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
過
去
、
数
多
く
の
要
保
護
世
幽
腎
．
∴
自
㎜

立
更
生
に
力
を
つ
く
さ
れ
た
。
女
字
ど
｝
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